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「伊深地区の未来を考えるしゃべり場」で 
交流センターの機能やデザインについて 議論を進展 

 

新交流センターの建設に向け、地元としての要

望を市につなげるための話し合いが 7.17（火）、

7.28（土）の 2回にわたって開かれました。 

 

 

これは、前年度末に開かれた「100人カフェ」の

主旨を引き継ぎ、新交流センターの機能やデザイ

ンについての地元案をより具体化するために開か

れたもので、住民全体に広く参加を呼びかけたも

のです。 

 

第１回目：7.17（火）「機能を絞り込もう！」 

最初に、市担当課から前提条件として、○

場所は消防詰所南側の現駐車場に新築、○規

模は山之上・三和と同程度、○最短で、H31年

度設計、H32年度施工、H33年度開設、といっ

た基本案が示され、そのうえで新交流センタ

ーに盛り込む機能を①「絶対に必要なもの」、

②「あったらいいもの」、③「なくてもいいも

の」の３つにグループ分けしました。 

このうち、①では、連絡所、調理室、多目

的ルーム、フリースペース、ＪＡなどが、②

では、屋外広場、シャワー、和室などが、③

では、足湯、カフェレストラン、PCコーナー

などが挙げられました。 

 

第２回目：7.28（土）「描いてみよう! デザイ

ンゲーム」 

 最初に前回のふり返りを行ったあと、敷地

面積や建ぺい率（60%）を考慮しながら、参加

者個人ごとに間取りなどのデザインを自由に

書きだし、4つのグループ内で発表しました。

その後、他の人の案も参考にしながら、グル

ープとしての案をとりまとめ、発表しました。 

その結果、多目的ルームの広さを重視する案、

調理室の使い勝手を重視する案、交流スペース

の機能を重視する案など、それぞれに想いのこ

もった案が各グループから提案され、参加者た

ちは自分たちと違う視点からの提案に感心して

いるようでした。 

  

今回の 2 回の話し合いを通じ、「次代を担う

若い人たちの参加が少なくて残念」といった意

見もありましたが、夏休み最初の休日であった

ことや台風接近というやむを得ない事情もあり、

今後、地元としては、多くの機会をとらえこの

ことを話題にしていこうということになりまし

た。一方、市においては、今回の話し合いの成

果も踏まえながら、できるだけ最短のスケジュ

ールで開館できるよう手続きを進めていくとい

うことであり、今後も多くの住民・関係者が情

報を共有し、よりよい交流センター実現に向け

て議論を深めていきたいものです。 
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第 24 回    村井長門守の墓  （上切 別所） 

                    ………………………………………………………………………… 

 

 現在伊深には「村井」姓の家が十数軒ありますが、寺に残さ

れた位牌から、織田信長に仕えた武将、村井貞勝（長門守）の

末裔との説があり、数十年前までは一族そろって法要も行われ

ていたそうです。その長門守を祀る墓が、別所の奥の少洞とい

う洞の手前西の小山の中に建てられています。 

もとはこの下を通る里道の脇に墓標が祀られていましたが、

数十年前に現在の場所に移されたそうです。 

400年以上も前の「本能寺の 

 
標柱あり（会元橋西約100m） 

変」が何か身近に感じられる逸話です。 

村井貞勝（長門守）（?～1582） 

安土桃山時代の武将。近江出身。織田信長に仕えた役人とし

て筆頭格。信長が上洛してからは京都の民政に携わった。1573

年からは京都所司代の要職にあり、1575年長門守に任ぜられた。

本能寺の変のとき、信長の嫡子信忠に殉じ二条御所で討死した。 

 

 

●——————————————————————————————————  定例会などのようす 

7.25（水）７月定例会のあらまし 

●協議：  

１．「小さな手助け（仮称）」アンケート実施に

ついて 高齢者世帯等への小さな手助けを実

施するための前段作業としてまち協、社協、

民生委員連名のアンケートを 8 月配布、9 月 

とりまとめの予定で実施することとした。 

２．お月見コンサートについて 出演者につ

いて一部変更があったがその他予定通り進

めることとした。 

 

その他 報告等 

 

 

 

協議会の動き 

伊深ごはん研究会グループ /  

7.24（火）に、調理活動 くさぎ料理「常山」などを体験 

 「伊深ごはん研究会」では、7.24（火）、7 月の調理活動

として「くさぎ料理」に取り組みました。「くさぎ」は原野

に自生するシソ科の落葉小高木で、葉に独特の臭気があり

ます。伊深ではえげんさんが葉を食用として利用する技術

を広めたことから、600 年以上の長きにわたって伝えられ

てきました。今回は代表的な「常山」（豆との煮物）、「くさ

ぎご飯」のほか、参加者の得意料理が持ち寄られ、参加者 

たちは「どれもおいしかった。くさぎ料理は手間がかかるが、

後世までずっと伝えていきたい」と語りあっていました。 
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